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Ⅱ(Paper),  http://www.fasid.or.jp/kaisai/070705/material_2.pdf 

FASID/GRIPS 国際開発プログラムではこのたび講義 ”International Finance” を新設し、国際金融分野にお 

いて日本を代表する有識者であられる浜田宏一教授を担当講師（客員教授）としてお招きしました。この機会に多 

くの方々に参加頂く機会として上記セミナーを開催します。ぜひご出席下さいますようお知らせ申し上げます。 

参加ご希望の方は７月３日（火）までに、「日本語」ならびに｢英語｣にて、お名前、ご所属先名、電話番号 

を添えて E メール（宛先 kouza@fasid.or.jp）にてお申込み下さい。 

Kindly register till Tuesday, July 3 by e-mail (kouza@fasid.or.jp) with your name, affiliation, official position 

and TEL. 

お問合せ先： （財）国際開発高等教育機構、連携高等教育部 （担当者：服部） 

TEL:03-5226-0356, 5226-0301 ／ FAX:03-5226-0357 ／ e-mail:kouza@fasid.or.jp 
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講師略歴 

浜田 宏一 （はまだ こういち） 

イェール大学経済学部 Tuntex 教授、 政策研究大学院大学（GRIPS） 客員教授 

東京大学法学部・経済学部卒業、イェール大学 Ph.D （Economics） 

東京大学経済学部教授を経て、イェール大学経済学部教授、同 Tuntex 教授。 

内閣府経済社会総合研究所所長。経済企画庁経済研究所客員研究官、国民生活 

審議会メンバー、経済審議会メンバー、IMF・ESAF（拡大構造調整ファシリティー） 

評価官、WTO 総長諮問委員等を歴任。元理論計量経済学会（日本経済学会）会 

長、前「法と経済学会」（初代）会長。 

～ 講演要旨 ・ Abstracts ～ 

2005年末、日本の対外純資産残高は 1,532兆ドル、日本の国民所得の約3分の一であり、米国 
の対外純負債残高は 4,570 兆ドル、米国の国民所得の約 4 分の 1 であった。米国が 大きな経 
常収支赤字を続け、日本が老齢化や貯蓄率の低下傾向にもかかわらずいぜんとして経常黒字 
を持続し、中国が新たに経常黒字国としている現今においては、このような資産負債残高の非 
対称的な動きが、最近ますます顕著になっている。経済学者やエコノミストのこの問題に対する 
態度は、大きな経常収支、巨大な債権、債務は正常なことではないので、(名目そして実質)為替 
レートの調整によってバランスを解消しようとするものであった。 

本稿でわれわれは経常収支の不均衡や、各国間の大幅な債権債務残高の蓄積は、何も不思 
議なことではないと主張する。そして、各国民の間に時間選好率の差があれば、そしてその場合 
に限り、大幅な国際経常収支不均衡、債権国債務国の出現が可能であることを、二国の動学的 
な最適成長モデルにおけるナッシュ均衡によって示す。 

At the end of 2005, Japan’s net foreign asset was $1,532 billion, about a third of its GDP, and the 
U.S.’s  net  foreign  liability was about  $4,570 billion, about  a quarter of  its GDP. These gaps  in 
foreign asset and liability are widening because the current account of the U.S    are seriously in 
debt,  while  Japan,  South  Korea  and  recently  china’s  current  account  are  rapidly  growing. 
Conventional  attitudes  of  most  academic  economists  and  practitioners  were  that  a  large 
imbalance  in  the current account is abnormal and that  it should be corrected by various means 
including exchange rate manipulations. 

This  paper  contends  that  a  large  current  account  imbalance  as  well  as  a  large  discrepancy  in 
international credit –debt structure is a norm rather than an exceptional phenomenon, if and only 
if  differences  in  the  rates of  time preference  exist  across  nations.    In a  two country  setting, we 
present Nash optimal growth strategies to demonstrate this point.


